


　
　
発
刊
に
あ
た
っ
て

　
私
た
ち
の
住
む
養
老
町
に
は
、
多
く
の
地
域
で
活
躍
し
、
様
々
な
分
野
で
そ
の
礎
を
築
い
た
先
人
が
い
ま
し
た
。
中
で
も
現
在
の
養
老
町
飯
ノ
木

で
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
田
中
道
麿
翁
は
、
幼
い
頃
か
ら
歌
を
詠
み
始
め
、
環
境
に
恵
ま
れ
ず
と
も
勉
学
の
志
を
失
わ
ず
、
国
学
の
研
究
に
傾
注
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
業
績
は
、
か
の
本
居
宣
長
が
「
名
古
屋
で
の
日
本
古
典
の
学
問
は
道
麿
の
努
力
で
始
ま
っ
た
」
と
讃
え
る
ほ
ど
で
す
。

　
養
老
町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
翁
の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
、
田
中
道
麿
翁
顕
彰
会
事
業
を
継
続
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
『
原
文
筆

写
草
稿
　
田
中
道
全
集
』、『
道
麿
さ
ん
の
歌
　
田
中
道
全
集
　
解
釈
篇
一
』、『
養
老
町
が
生
ん
だ
国
学
者
　
田
中
道
麿
さ
ん
』
の
三
編
を
刊
行
し
、

第
二
、
第
三
の
田
中
道
麿
翁
を
育
む
べ
く
、
そ
の
研
究
成
果
の
周
知
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
度
、
翁
の
手
に
よ
る
書
簡
を
中
心
に
、

そ
の
人
柄
や
人
物
像
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
を
『
榛
木
翁
書
簡
五
種
に
ふ
れ
て
　
道
麿
研
究
の
補
記
』
と
題
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
方
々
が
こ
の
冊
子
を
手
に
し
、
郷
土
の
先
人
田
中
道
麿
翁
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
共
に
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
財
へ

関
心
を
寄
せ
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
、
本
書
の
発
刊
に
あ
た
り
、
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
山
口
一
易
氏
に
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
八
年
十
月

養
老
町
教
育
委
員
会
　
教
育
長
　
並
河
　
清
次
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は
じ
め
に

　
平
成
二
十
五
年
の
秋
、
養
老
町
田
中
道
麿
翁
顕
彰
会
事
務
局
保
管
の
顕
彰
会
発
足
当
初
か
ら
の
文
書
綴
の
中
か
ら
昭
和
五
十
三
年
七
月
中
西
慶
爾

氏
の
手
に
な
る
小
冊
子
「
榛
木
翁
書
簡
五
種
」
を
見
出
し
た
。
翁
の
書
簡
の
こ
と
は
以
前
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の
存
在
は
全
く
知
れ
ず
こ

の
め
ぐ
り
合
い
は
貴
重
な
も
の
だ
っ
た
。

　
中
西
氏
に
依
れ
ば
「
榛
木
翁
書
簡
五
種
」
は
田
中
道
麿
翁
が
郷
里
の
門
人
柏
渕
藤
左
衛
門
に
与
え
た
る
も
の
で
、
末
孫
の
柏
渕
東
氏
の
所
蔵
に
て

二
曲
屏
風
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
大
正
十
一
年
四
月
大
久
保
休
吾
氏
（
橋
爪
の
人
大
正
十
四
年
刊
行
の
「
養
老
郡
志
」
編
集
　
昭
和
十
一

年
歿
　
同
郡
志
の
人
物
田
中
道
麿
の
項
中
、
こ
の
書
簡
の
一
部
が
記
載
さ
れ
て
い
る
）
が
写
し
置
か
れ
し
も
の
で
あ
る
。
原
本
は
東
京
に
於
て
大
正

十
二
年
九
月
の
関
東
大
震
災
に
て
焼
失
し
た
と
、
今
日
こ
の
冊
子
を
得
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
不
思
議
な
縁
を
辿
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　
写
と
は
い
え
道
麿
翁
の
書
簡
五
通
!!
　
翁
の
学
問
の
深
さ
を
知
る
上
か
ら
も
、
又
日
常
の
く
ら
し
生
活
振
り
、
考
え
方
と
い
っ
た
諸
般
を
知
る
身

近
な
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
の
資
料
に
接
し
た
嬉
し
さ
…
…
こ
の
ま
ゝ
眠
ら
せ
て
置
く
べ
き
で
は
な
い
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
知
っ
て
戴
き

今
後
の
研
究
の
資
に
な
れ
ば
幸
い
と
の
念
か
ら
麁そ

雑ざ
つ

な
力
を
顧
み
ず
筆
写
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。

　
筆
写
に
あ
た
っ
て
は
原
文
に
従
っ
て
候
文
体
、
仮
名
遣
、
句
読
点
、
庁
仮
名
な
ど
そ
の
ま
ゝ
記
す
こ
と
に
し
た
。
但
し
字
句
の
読
み
、
意
味
…
…

事
項
に
つ
い
て
調
べ
た
範
囲
の
解
説
を
付
け
加
え
た
個
所
も
あ
る
。
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序
に
、

　
　
①
　�
加
藤
磯
足
（
美
濃
路
起
宿
の
主
　
細
井
平
洲
・
田
中
道
麿
に
就
い
て
学
び
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
鈴
屋
門
に
入
っ
て
国
学
を
究
め
、

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
六
十
三
才
に
て
歿
）
に
よ
っ
て
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
道
麿
翁
の
二
十
三
回
忌
に
あ
た
り
翁
の
経
歴
や
逸
話

を
記
し
た
「
し
の
ぶ
ぐ
さ
」
…
…
道
麿
伝
に
は
最
も
信
憑
す
べ
き
資
料
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
②
　�

道
麿
と
師
宣
長
―
道
麿
は
鈴
屋
門
の
長
老
と
し
て
世
俗
的
な
観
点
を
離
れ
て
学
問
上
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
二
人
は
兄
弟
で
あ
り
同
志
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
宣
長
は
道
麿
の
勢
望
と
地
位
、
そ
の
学
殖
の
深
さ
を
十
分
認
識
し
て
尊
重
し
形
式
的
に
は
門
人
と
は
い
え
、
門
人
を
以

て
遇
す
る
様
な
こ
と
は
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
密
接
な
つ
な
が
り
を
僅
か
な
資
料
か
ら
望
み
た
い
と
念
ふ
も
の
で
あ
る
。

　
　
③
　�

昭
和
三
十
二
年
十
月
四
日
（
一
九
五
七
）
翁
の
祥
月
命
日
に
飯
ノ
木
源
氏
橋
の
畔
に
建
立
さ
れ
た
高
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
巾
約
一
・
三
メ
ー

ト
ル
の
「
田
中
道
麿
翁
顕
彰
碑
」
の
碑
文
も
敢
て
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

以
上
纏
め
て
一
書
と
し
道
麿
翁
研
究
の
資
と
な
る
こ
と
を
深
く
願
う
も
の
で
あ
る
。

�

平
成
二
十
八
年
六
月
一
日
　
　
山
口
　
一
易
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凡
例

一
、�

本
書
の
執
筆
は
山
口
一
易
氏
が
行
っ
た
。

二
、�「
榛
木
翁
書
簡
五
種
」
に
つ
い
て
は
、
中
西
慶
爾
一
九
七
八
「
榛
木
翁
書
簡
五
種
」『
文
莫
』
第
三
号
を
基
に
執
筆
し
た
。「
し
の
ぶ
ぐ
さ
」
に

つ
い
て
は
、
筧
五
百
里
一
九
五
六
「
田
中
道
麻
呂
と
御
国
詞
活
用
抄
」『
岐
阜
大
学
学
芸
部
研
究
報
告
　
人
文
科
学
』
第
八
号
を
基
に
執
筆
を
行
っ

た
。
い
ず
れ
も
、
文
体
・
仮
名
遣
・
句
読
点
な
ど
は
原
文
に
習
い
、
漢
字
の
読
み
・
意
味
・
事
項
に
つ
い
て
筆
者
の
解
説
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
。

三
、�「
本
居
宣
長
と
田
中
道
麿
と
の
つ
な
が
り
」
に
つ
い
て
は
、
中
村
準
一
一
九
七
二
「
郷
土
の
国
学
者
―
万
葉
集
研
究
　
田
中
道
麿
翁
」『
養
老
町

の
文
化
財
』
第
四
～
八
号
（
養
老
町
文
化
財
保
護
協
会
）
と
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
十
日
に
行
わ
れ
た
町
民
大
学
講
座
「
歌
を
詠
む
　
道
麿
さ

ん
」
本
居
宣
長
記
念
館
吉
田
悦
之
氏
講
演
資
料
を
主
に
参
照
し
執
筆
し
た
。
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目
次

榛
木
翁
書
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五
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榛
木
翁
書
簡
五
種
／
書
簡
五
種
を
拝
し
て

加
藤
磯
足
著
　
し
の
ぶ
ぐ
さ
　
写
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
十
九
頁

　
　
　
　
　
　
し
の
ぶ
ぐ
さ
／
読
字
の
あ
と
に

本
居
宣
長
と
田
中
道
麿
と
の
つ
な
が
り
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
二
十
七
頁

　
　
　
　
　
　
本
居
宣
長
と
田
中
道
麿
／
仰
慕
碑
に
寄
せ
る
歌
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榛
木
翁
書
簡
五
種

其
の
一
　
年
代
不
詳

こ
な
た其
後ゆ

は
お
こ
た
り
が
ち
に
過
行
ま
ゐ
ら
せ
さ
も候
ら
ふ
を
、
年
の
は
し
め
の
ほ
が祝
ひ
の
玉玉
梓（
消
息
文
）

づ
さ
お
く
り
玉
ひ
つ
。
い
と
う
れ
し
み
つ
ゝ
を
が
ま

ひ
ま
つ
る
。

さ
て
、
お
ほ
せ
の
ご
と
千
里
の
外
も
お親
爺や

じ
ぶ振
り
に
め
で
た
う
ほ寿
ぎ
ま
つ
り
、
い
よ
ゝ
ま
す
〳
〵
つ
ゝ
み
な
く
年
か
さ
ね
玉給
ひ
つ
る
よ
し
、
こ
よ

な
う
め
で
ま
ゐ
ら
せ
つ
。
お
己の

れ
は
も
さ
は払
ら
ふ
事
な
う
春
を
む
か
へ
侍
り
つ
。
か畏
し
こ
み
な
が
ら
浦心
安安

く
お
ほ
し
た
ま
ひ
て
よ
と
な
も
ま申
を
す
。

な
ほ
も
春
の
末
か
け
て
か互
にた

み
に
お
と
づ
れ
ま
つ
ら
ん
事
を
ち契
ぎ
ら
ひ
ま
つ
る
の
み
。
あ
な
か
し
こ
。
罪
を
お
か
し
つ
ゝ
朱
も
て
疑
は
し
き
を
こ

と
わ
り
つ
。
其
罪
ふ
か
き
を
ゆ
る
し
た
ま
ひ
な
ん
。

　
　
む一
月
二
十
二
日

月
の
末
の
ふ
つ
か
の
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
は
り
な
る
　
道
ま
ろ
が
ま申
ふ
す

　
　
み美
濃ぬ

の
国
な
る
大
人

　
　
　
　
あ
り
か
の
う大
人し

へ
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其
の
二
　（
天
明
三
年
十
月
中
旬
六
十
才
？
）

先
頃
名
酒
二
瓶
被
下
飯
木
に
て
封
切
り
両
夜
た
の
し
み
人
も
よ
ろ
こ
ば
せ
候
。
扨
々
う
ま
か
り
し
事
忘
れ
が
た
く
、
か恭
た
じ
け
な
く
と
玄
亀
公
へ

御
礼
御
伝
へ
奉
願
候
。
源
氏
図
話
写
さ
せ
可
仕
候
。

九
月
三
日
名
古
屋
出
立
。
三
日
四
日
と
木現
海
部
郡
美
和
町

田
泊
、
五
日
よ
り
十
二
日
迄
津
島
に
あ
り
、
十
二
日
に
飯
木
泊
、
十
三
日
暮
合
よ
り
紙
氏
公
に
止
宿
、

廿
三
日
に
昼
頃
高
田
を
出
下
高
田
へ
よ
り
、
此
日
飯
木
に
至
り
、
廿
四
日
に
は
庄
左
エ
門
の
家
内
不
残
あ
た
に
祭
行
の
畄
守
申
つ
か
り
、
此
日
畄

守
受
取
な
が
ら
に
養
老
寺
と
正
慶
寺
へ
見
廻
り
、
雨
に
降
ら
れ
つ
ゝ
七午
後
四
時

ツ
頃
飯
木
へ
皈
り
、
翌
日
出
立
せ
ん
と
す
る
所
に
大
雨
、
其
翌
の
廿
六
日

飯
木
を
立
て
此
夕
津
島
、
廿
七
日
夕
も
津
島
泊
り
、
廿
八
日
に
福
田
と
申
所
へ
行
ん
と
蟹
江
と
い
ふ
所
迄
行
し
に
福
田
よ
り
文
書
あ
り
、
見
れ
ば

此
節
無
拠
差
合
あ
り
近
々
名
古
屋
の
貴
宅
へ
日
を
申
さ
ん
と
書
り
、
う
れ
し
く
も
此
夕
戸
田
と
い
ふ
所
畄
り
、
は
ゝ
木
々
を
よ
む
、
翌
廿
九
日
愚

宅
に
皈
る
。
右
の
木
田
よ
り
ル留
守ス

へ
追
々
人
来
り
し
由
、
み
の
よ
り
皈
り
に
立
よ
り
給
ふ
や
と
待
つ
に
今
に
み
え
ぬ
は
み美
濃の

に
て
病
気
な
ど
お
こ

り
し
や
と
是
も
す
て
が
た
く
、
三
十
日
の
朝
愚
宅
を
立
て
又
木
田
に
至
り
、
四
夜
泊
り
て
十
月
四
日
の
日
に
ま
こ
と
の
帰
宅
は
仕
れ
り
。

ル留
守ス

に
松
坂
よ
り
書
状
来
り
を
り
、
か彼
の
あ
さ
ま
や
け
を
、
の本
居
宣
長

り
長

　
　
や八
島
国しま

ぐ
に
　
ひ
ゞ
き
と響
動よ

も
す
　
か迦
具
土
神（
防
火
の
神
）

ぐ
つ
ち
の
　
神
の
あ荒
ら
び
は
　
か畏
し
こ
き
ろ語
調
を
整
え
感
動
の
意
を
添
え
る
語

　…
な
ん
だ
な
あ

か
も

と
よ
み
た
り
し
て
見
せ
申
候
。
カ
グ
ツ
チ
は
火
の
神
、
お
の
れ
も
其
節
よ
み
し
事
あ
り
し
を
さ
の
み
人
に
も
見
せ
ず
あ
り
し
に
、
の
り
長
に
お
驚
・
気
付
くど

ろ
か
さ
れ
て
、
今
な
ん
申
す
。

紙
屋
岡
本
喜
十
郎（
養
老
に
薬
湯

温
泉
を
創
む
）

？
源
氏
物
語
上
編
第
一
期
　

　
　
そ
の
若
き
日
の
二
帚
木

浅
間
山
焼（
天
明
三
年
　

浅
間
山
噴
火
）
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な地
震ゐ

の
ご
と
な
る
神
の
ご
と
日
な
ら
べ
て
つ
ち
も
と
じ
ろ
に
ゆ揺
す
れ
る
や
な何
故
・
謎

ぞ

　
　
人
皆
の
お
ど
ろ
く
斗ば
かり

と
ゞ
ろ
く
は
お五
穀く

つ
み
と
し
の
よ
ろ
し
け
ん
と
か

オ
ク
ツ
ミ
ト
シ
は
五
穀
の
事
、
祝（
賀
茂
真
渕
の
著
）

詞
考
に
有
り
、
忠
臣
人
物
御
座
候
。
ゆ
る
り
と
御
読
の
上
使
に
御
か
へ
し
可
被
成
候
。

か
へ
す
〳
〵
ど
な
た
方
へ
も
厚
く
御
伝
へ
申
し
可
被
下
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴あ

な

か
し
こ

　
十
月
中
旬

　
　
　
　
　
　
　
紙
氏
公
　
初
代
岡
本
喜
十
郎
　
島
田
村
高
田
元
町
で
紙
屋
　
一
七
四
〇
年
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
五
一
年
頃
　
宝
暦
年
間
に
養
老
湯
の
山
に
住
居
　
千
歳
楼
　
勧
孝
石

勘
考
石 

其
の
三

鈴
木
庄
左
衛
門
被
参
候
に
付
一
筆
啓
上
仕
候
。
弥
御
安
康
可
被
遊
御
座
珍
重
候
。
誠
ニ
先
々
月
は
は帚
木
の
巻（
其
の
二
）

ゝ
ぎ
の
巻
御
か
し
被
下
、
慥
に
恩
借
仕
候
。

其
後
以
書
中
御
礼
申
す
べ
く
候
処
可
然
幸
便
を
得
ず
失
礼
仕
候
。
右
都
合
十
四
巻
は
や
一
両
辺
も
よ
く
味
参
候
。
近
き
内
よ
ろ
し
き
幸
便
候
は
ゞ

返
上
仕
度
奉
存
候
。
飯
木
よ
り
も
し
足
下
へ
此
義
に
付
お訪
れと

づ
れ
仕
候
は
ゞ
右
之
次
ぎ
御
か
し
被
下
度
奉
願
候
。
近
内
飯
木
よ
り
此
方
へ
参
る
人

も
あ有
る
筈るは

ず
の
様
子
にも
御
座
候
。
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一
、�
別
紙
万
葉
集
の
か片
た
端たは

し
あ大
略ら

ま
か
な
が
ら
ふ
と
存
付
書
し
る
し
入
御
覚
候
。
甚
以
無？
無
造
・
失
礼

蔵
の
至
世
に
い
ふ
と
は
ず
か
た
り
に
お
は
し
ま
し
候
へ

共
、
御
心
安
く
奉
候
其
一
章
書
し
る
し
差
上
参
候
。
万（
明
和
五
年
刊
）

葉
考
な
ら
ば
惮
な
が
ら
古
言
に
て
書
し
る
し
た
る
も
の
に
候
へ
ば
定
め
て
い
ま
だ
御
よ

み
な
さ
れ
ぬ
所
々
に
も
可
有
御
座
奉
察
候
。
を痴
が
ま
し（
差
し
出
が
ま
し
い
）

こ
が
ま
し
く
候
へ
共
よ
ほ
ど
承
り
居
り
候
故
十十
の
う
ち
の
六
・
七（
六
七
割
）

ニ
六
七
は
相
よ
み
、
万
葉
考
を
見
る
事
唯
雲
霧
払
っ

て
日
月
を
見
ん
が
如
く
悦
入
参
候
。
万
葉
考
の
序
に
出
た
る
楫か

取と
り

魚な

彦ひ
こ

は
し下
総も

つ
ふ
さ
の
国
の
人
、
真
渕
門
人
の
れ歴
（々
身
分
家
柄
の
す
ぐ
れ
て
い
る
）

き
〳
〵
の
よ
し
承
り
候
。

此
人
の
述
作
に
古（
明
和
五
年
刊
）

言
梯
と
申
物
御
座
候
。
こ
れ
は
か仮
名
遣
い

な
つ
か
ひ
を
し
る
し
た
る
も
の
に
お
は
し
ま
し
候
。
求
め
て
御
覚
可
成
候
へ
か
し
と
奉
存

候
。

一
、�

其
序
の
く種
（々
い
ろ
〳
〵
）

さ
〳
〵
の
考
と
申
内
に
、
コ言
葉
を
解
く

ト
バ
ヲ
ト
ク
コ
ト
と
申
条
に
曰
く
、
古
き
言
は
五
十
音
を
よ
く
知
ら
で
は
、
と
く
べ
き
よ
し
な
し
と
相

見
え
候
は
足
下
は
得
心
被
成
候
哉
、
い
か
称
此
義
は
あ
ま
た
人
も
知
り
た
る
事
な
が
ら
、
此
五
十
の
音
を
誠
に
く
は
し
く
知
る
人
は
ま
れ
な
る

物
に
御
座
候
。
拙
者
な
ど
も
此
事
に
数
十
年
く
る
し
み
参
り
候
処
。
やよ
う
や
く（
や
っ
と
）

う
や
く
此
四
月
上
旬
に
は
じ
め
て
其
の
ま
こ
と
の
所
を
知
り
得
申
候
。

一
、�

ぶ不
躾（
無
礼
・
む
き
だ
し
）

し
つ
け
な
る
申
事
に
候
へ
共
、
万
葉
考
の
中
に
所
々
何
々
の
約つ
ゞ
めメ

略は
ぶ

キ
の
事
御
と得
心く

心
参
り
候
哉
。
も
し
万
一
い
ま
だ
御
得
心
な
く
候
は
ゞ

其
の
内
其
あ
ら
ま
し
書
つ
け
て
入
御
覚
可
申
候
間
幸
便
に
御
し
ら
せ
被
遊
候
。
た例
と
へ
ば
か
た
も
よ
か
た
ま
も
ち
ふ
く
し
も
よ
み
ふ
く
し
も
ち

と
い
ふ
歌
の
内
に
ナ
ノ
レ
を
の
ぶ
れ
ば
ナ
ノ
ラ
セ
と
成
を
其
ラ
セ
の
セ
を
の
べ
て
サ
ネ
と
い
ふ
也
と
あ
る
た
ぐ
ひ
の
事
也
。
右
を
い
ま
だ
御
得

心
あ
る
ま
い
と
ま
う
す
は
甚
無
礼
〳
〵
し
か
る
を
御
心
安
く
存
じ
奉
申
上
候
。

　
　�

右
此
愚
状
相
認
候
時
に
あ
た
り
て
酒
一
つ
た
べ
候
節
に
て
愚
状
の
文
言
も
後
や
さ
き
。
右
た
よ
り
は
急
也
。
悪
筆
麁そ（
粗
）

筆
に
て
よ
み
が
た
き
言
多

問
は
ず
語
り（
尋
ね
ら
れ
な
い
の
に

自
分
か
ら
話
す
　

）

由
無
し（
根
拠
が
な
い
）
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か
れ
ば
推
読
可
被
下
候
。
扨
御
家
内
様
へ
も
以
愚
礼
申
上
度
候
へ
共
た
よ
り
急
故
は
ぶ
き
参
セ
候
。
御
次
手
に
宣
奉
存
候
。
恐
ニ
謹
言
。

　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
十
一
日�

田
中
庄
兵
衛
　
　

　
　
　
　
　
　
柏
渕
藤
左
衛
門
様

其
の
四

御
細
書
忝
拝
御
安
静
被
遊
御
座
奉
珍
重
候
。
然
は
御
詠
歌
め
で
度
御
調
被
成
候
御
事
と
奉
存
候
。
八
論
慥
に
落
手
仕
候
。

一
、�

玉
詠
三
首
之
中
多
度
山
の
御
分
殊
に
め
で
度
拝
見
。
二
三
の
句
霞
の
衣
春
風
に
と
改
玉
は
ゞ
一ひ
と

入し
お

め
で
た
く
候
ひ
な
ん
と
奉
存
候
。
梅
が
香
て

ふ
御
歌
、
宿
ち
か
く
梅
花
う
ゑ
し
あ味
気ち

き
な
く
待
人
の
香
に
あ
や
ま
た
れ
け
り
て
ふ
を
思
ひ
玉
へ
り
と
き
こ
え
ま
ゐ
ら
せ
候
。
さ
て
初
句
梅
が

香
も
と
改
玉
へ
か
し
と
奉
存
候
。
曲
水
の
御
分
は
此
上
今
一
応
御
考
へ
可
被
遊
候
。
コ異
国ト

国
の
と
の
た
ま
ひ
し
意
は
か唐
国ら

国
の
と
い
ふ
意
と
承

り
候
。
か
ら
国
を
コ
ト
国
と
は
い
ひ
つ
べ
き
事
な
が
ら
其
例
承
り
不
申
候
。
卒終
り
の句の

花
の
盃
と
申
も
何
と
や
ら
ん
後
世
め
き
、
下
句
の
体
水
の

ま
に
〳
〵
花
の
盃
と
申
て
義
を
な
さ
ぬ
さ
ま
に
奉
存
候
。
第
三
句
の
け
ふ
を
し
も
て
ふ
も
け
ふ
は
し
も
の
意
と
奉
存
候
。

一
、�

先
立
而
愚
礼
奉
り
候
節
何
を
申
上
候
か
今
以
て
覚
不
申
其
節
酔
狂
ニ
付
失
礼
仕
候
。
然
は
此
度
善
之
君
に
承
り
候
へ
ば
万
葉
考
の
序
文
の
通
解

申
上
候
由
、
失
礼
な
る
事
な
る
を
還
っ
て
足
下
悦
ば
し
く
思
召
被
下
候
由
善
之
君
御
物
語
、
但
此
度
の
御
状
に
も
此
後
無
隔
意
何
事
も
申
上
候

由
に
被
仰
下
御
念ね

ん

比ご
ろ

な
る
御
文
言
、
約つ
ゞ
め
は
ぶ
き

略
の
事
伝
授
可
仕
段
も
被
仰
下
、
右
申
上
候
通
酔
狂
に
何
を
か
申
上
候
は
ん
。
さ
り
乍
ら
ひ
と
つ
二
つ
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覚
ま
か
り
在
候
義
可
奉
申
上
候
。

一
、�

和
音
五
十
字
の
事
、
世
間
通
例
の
人
の
覚
罷
在
候
所
は
、

　
　
　
　
あ
い
う
ゑ9

を
　
や
ゐ9

ゆ
え9

よ
　
わ
ゐ9

う
え
お9

　
　�

此
十
五
字
の
正正
し
く
知
っ
て
い
る

義
し
れ
り
し
人
ま
れ
に
御
座
候
。
残
る
三
十
五
字
は
異
説
な
く
、
只
此
十
五
字
に
は
既
に
区
々
な
る
□
□虫
□
御
座
候
。
さ
て
此

十
五
字
此
通
に
て
誤
り
に
御
座
候
。

　
　
加
茂
真
渕
の
五
十
字
は

　
　
　
　
あ
い
う
ゑ9

を
　
や
い9

ゆ
え
よ
　
わ
ゐ
う
ゑ9

を

　
　�

如
此
に
御
座
候
。
是
も
正
義
に
あ
ら
ず
、
真
渕
ほ
ど
の
人
も
誤
ら
れ
候
。
さ
て
真
渕
の
門
人
に
魚ナ

彦ビ
コ

て
ふ
人
あ
り
。
是
も
初
は
此
真
渕
の
通
り

に
此
十
五
字
を
書
被
申
候
。
後
に
は
改
め
て
正
義
に
も
と
づ
か
れ
候
。
さ
て
名
は
はす
っ
か
り
忘
れ
て

た
と
失
念
仕
り
候
が
、
和
字
大
観
抄
と
申
書フ
ミ

を
あ
ら
は
し

た
る
京
の
沙
門
あ
り
。
此
人
の
五
十
字
正
義
に
御
座
候
。
さ
て
そ
の
正
義
は

　
　
　
　
あ
い
う
え9

を
　
や
い
ゆ
え
よ
　
わ
ゐ
う
ゑ
お

　
　�

コ
レ
ト
思
へ
ど
し
り
た
る
人
な
き
も
の
に
お
は
し
ま
し
候
。
此
処
に
数
十
年
く
ら
し
罷
在
候
而
彦
根
に
て
も
度
々
沙
汰
い
た
し
候
へ
ど
も
正
義

相
し
れ
不
申
候
処
先
月
上
旬
フ不
図ト

い
た
し
た
る
事
あ
り
て
正
義
に
も
と
づ
き
ま
ゐ
ら
せ
候
。

一
、�

約
の
事
は
人
々
能よ
く

御
存
知
の
事
、
二
字
を
一
字
に
約つ
づ
めメ
或
は
三
字
四
字
を
も
一
字
に
つ
ゞ
む
る
事
也
。
百
人
一
首
の
中
に
申
さ
ば
い
づ
み
き9

と
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て
か
と
い
ふ
き
ノ
字
は
け
り
の
二
字
を
一
字
に
し
た
る
物
也
。
ち
ぎ
り
き9

な
の
き9

も
同
じ
。
親
鸞
上
人
の
和
讃
に
て
は
竜
宮
に
入
り
た
ま
ひ
に

き9

と
い
ふ
き9

、
蓮
如
の
お御
文ふ

み
の
中
で
は
い
つ
の
ま
に
か
は
年
の
つ
も
ら
ん
と
も
不
覚
し
ら
ざ
り
き9

と
い
ふ
き9

皆
同
じ
。
う
か
り
け
る
人
を
は

つ
せ
の
山
お
ろ
し
は
げ
し
か
れ
と
は
い
の
ら
ぬ
物
を
、
此
か
の
字
二
句
な
か
ら
く
あ

9

9

の
約
な
り
。
粉
引
歌
に
わ
し
と
そ
な
た
は
朽ク
チ

木キ

の
き
や
ら

よ
中
の
よ
い
の
は
ひ
た9

し
ら
ぬ
と
い
ふ
た9

字
は
と
は
9

9

の
約
也
。
服ハ

部ト
リ

此
は
と
り
と
い
ふ
と
の
字
は
た
お
9

9

の
約
也
。
右
此
た
ぐ
ひ
あ
げ
て
い
ひ
が

た
し
。
さ
て
其
二
字
を
一
字
に
つ
ゞ
む
る
法
、
た
と
へ
ば
け
り
の
二
字
を
つ
ゞ
む
る
に
は
ら
り

9

9

ト
い
ひ
て
ゆ
び
二
本
を
る
也
　

ラ
リ
ル
レ
ロ
と
い
ふ

　
　
事
あ
れ
ば
な
り
　
カ
キ
ト
い
ひ
て
其
の
二
本
の
ゆ
び
を
の
ば
す
也
　
カ
キ
ク
ケ
コ
と
い
ふ

　
　
事
あ
れ
ば
な
り
　
其
二
本
の
ゆ
び
の
の
び
し
ま
ひ
の
時
に
あ
る
こ
ゑ
が

即
ち
つ
ゞ
ま
り
た
る
こ
ゑ
也
。
皆
お
し
て
し
ろ
し
め
し
玉
へ
。
か
や
う
の
事
は
筆
談
に
て
は
思
は
し
か
ら
ぬ
物
也
。
も
し
此
指
の
を
り
の
ば
し

の
事
御
得
心
な
く
候
は
ゞ
飯
木
の
収
角
ち
ふ
医
者
に
き
ゝ
た
ま
へ
。
し
ば
ら
く
此
事
被
存
候
。

一
、�

三
字
を
一
字
に
つ
ゝ
む
る
は
中
の
一
字
を
畧
す
る
也
。
さ
て
上
下
の
二
字
斗
を
右
の
ご
と
く
に
つ
ゞ
む
る
也
。
四
時
の
時
も
中
の
二
字
を
す
つ

る
也
。
神
代
紀
に
鈎
を
ち
と
よ
め
り
。
鈎
は
つ
り
ば
り
と
い
ふ
字
也
。
そ
の
ツ
リ
バ
リ
の
四
字
を
ち
の
一
字
に
し
た
る
也
。

一
、�

通
音
と
い
ふ
は
き
の
葉
こ
の
葉
き
つ
ね
く
つ
ね
と
い
ふ
た
ぐ
ひ
あ
げ
て
か
ぞ
へ
が
た
し
。
万
葉
の
今
本
の
第
五
巻
に
う
き
ぐ
つ
を
ふ
み
ぬ
き
て

ゆ
く
ち
ふ

9

9

人
は
い
は
き
よ
り
と
い
ふ
長
歌
あ
り
。
此
ち
ふ
9

9

と
い
ふ
詞
は
も
と
は
と
い
ふ

9

9

9

と
い
ふ
詞
也
。
と
い
9

9

の
二
字
を
つ
ゞ
む
れ
ば
ち9

と
な
る

故
に
ち
ふ

9

9

と
い
ふ
た
る
也
。
さ
て
此
ち
ふ
と
い
ふ
詞
奈
良
の
都
の
末
今
の
京
の
は
じ
め
に
て
は
て
ふ
9

9

と
い
ふ
詞
に
う
つ
り
た
り
。
ち
ト
て
ト
は

た
ち
つ
て
と
の
通
音
な
れ
ば
也
。
さ
て
又
同
第
五
巻
に
さ
よ
ひ
め
の
子
が
、
ひ
れ
ふ
り
き
と
ふ

9

9

9

と
い
ふ
歌
あ
り
。
此
下
の
句
の
心
は
さ
よ
ひ
め
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の
子
が
ひ
れ
ふ
り
け9

り
と
い
ふ

9

9

9

9

と
い
ふ
詞
也
。
と
い
ふ
ト
い
ふ
詞
を
と
ふ
と
つ
か
ひ
し
は
と
い
ふ

9

9

9

の
い9

を
畧ハ
ブ

け
る
也
。

　
　
右
此
ち
ふ

9

9

と
ふ
て
ふ

9

9

9

9

の
事
は
万
葉
考
別
記
有ア
リ

云ト
ウ

と
い
ふ
条
に
く
は
し
く
か
け
り
。

一
、�

右
に
申
上
候
通
り
二
字
を
一
字
に
す
る
に
は
た
と
へ
ば
と
い
9

9

の
二
字
な
れ
ば
い
の
字
か
ら
さ
き
へ
還
る
也
。
右
に
申
す
通
り
あ
い
9

9

と
指
二
本
を

り
た
ち

9

9

と
其
二
本
を
お
こ
す
也
。
と9

い9

の
二
字
な
れ
ば
ま
づ
と9

の
一
字
か
ら
先
へ
し
さ
う
な
物
な
れ
ど
、
さ
か
様
に
い9

の
字
か
ら
先
へ
し
か
ゝ

る
事
也
。
何
に
て
も
下
の
字
か
ら
先
へ
ゆ
び
を
り
て
次
に
上
の
字
に
て
指
を
お
こ
し
の
ば
す
也
。
お
こ
し
の
ば
す
し
ま
ひ
の
指
の
こ
ゑ
が
其

約つ
づ
まり
た
る
字
音
也
。

一
、�

ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
ト
い
ふ
べ
き
を
ナ
マ
イ
ダ
ブ
ト
い
ふ
は
ム
ア
9

9

の
約
マ9

也
。
ミ
ト
イ
ト
通
音
也
。
三
一
三
十
の
一
ヲ
さ
ん
み
ち
三
十
一
と
い
ふ

が
如
く
す
ご
ろ
く
に
も
さ
ん
み
ち
と
い
ふ
が
如
し
。
ブ
ツ
の
ツ
は
は
ぶ
け
る
也
。
さ
て
こ
そ
ナ
マ
イ
ダ
ブ
と
な
る
也
。

一
、�

詞
を
の
べ
る
事
あ
り
。
こ
れ
は
つ
ゞ
め
る
の
裏
な
れ
ば
論
な
し
。
不ズ

を
の
べ
て
不ザ
ル

と
す
る
か
、
ザ
ル
を
約
め
て
ズ
と
す
る
か
也
。

一
、�

か
る
が
故
に
と
い
ふ
詞
を
日ヤ
マ
ト本

書ブ

紀ミ

に
て
は
か
れ
に

9

9

9

と
い
ふ
。
又
源
氏
物
語
に
て
は
け9

に9

と
い
へ
り
。
是
ら
は
ル
カ
ユ
ヱ

9

9

9

9

の
約
レ
な
る
故
に
か9

れ
に
9

9

ト
成
り
、
さ
て
カ
レ
の
約
メ
ケ9

な
れ
ケ9

ニ9

と
成
る
也
。
如
此
二
重
に
つ
ゞ
む
る
事
も
あ
ま
た
あ
る
よ
し
也
。

一
、�

和
音
五
十
字
い
う
え

9

9

9

の
三
字
か
さ
な
り
て
是
を
は
ぶ
け
ば
残
り
四
十
七
音
、
此
四
十
七
字
変
じ
て
百
二
十
音
と
な
る
。
此
事
人
々
能
御
存
知
の

事
な
が
ら
い
ま
だ
是
を
百
二
十
音
と
き
は
め
て
書
せ
る
人
な
し
。
百
二
十
音
と
き
は
め
た
る
は
此
間
拙
者
が
了
簡
也
。
其
訳
は
右
此
内
半
濁
五

音
と
い
ふ
は
は
ひ
ふ
へ
ほ
の
五
音
を
ワ
ヰ
ウ
ヱ
オ
の
ご
と
く
唱
ふ
る
を
い
ふ
。
た
と
へ
ば
川カ

ハ

十ジ
フ

灰ハ
ヒ

上ウ
ヘ

塩シ
ホ

な
ど
の
類
也
。
半
清
五
音
は
十ジ
ッ

羽パ

先セ
ン

非ピ

ア
リ
テ
フ
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天テ
ン

府プ

源
平ペ
イ

春
圃ポ

の
類
也
。
臨
時
音
は
た
と
へ
ば
今
晩
は
と
い
ふ
を
こ
ん
ば
ん
な9

と
と
な
へ
、
昨
日
は
と
い
ふ
を
さ
く
じ
つ
た9

と
い
ひ
、
権ケ
ン

輿ヨ

と

い
ふ
を
け
ん
に
よ
と
唱
ふ
る
類
、
仏
恩
を
ブ
ッ
ト
ン
観
音
を
ク
ワ
ン
ノ
ン
と
す
る
類
あ
ま
た
也
。
清
四
十
七
は
い
ろ
は
の
通
り
勿
論
也
。
濁

二
十
音
は
カ
キ
ク
ケ
コ
、
サ
シ
ス
セ
ソ
、
タ
チ
ツ
テ
ト
、
ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ
此
二
十
音
を
濁
音
に
と
な
ふ
る
也
。

一
、�

み
の
よ
り
西
に
さ
う
じ
や�

か
う
じ
や
ト
い
ふ
を
尾
張
に
は
さ
う
で
や�

か
う
で
や
、
三
河
よ
り
東
に
は
さ
う
だ�

か
う
だ
と
い
ふ
。
案
ず
る
に
此

詞
の
本モ

義ト

は
デ
ア
ル
と
い
ふ
詞
也
。
さ
う
で
あ
る�

か
う
で
あ
る
ト
云
ふ
が
本
語
也
。
尾
張
の
で
や
ハ
で
や
に
は
あ
ら
で
デ
ア
也
。
み美
濃の

ゝ
じ

や
ハ
じ
や
に
は
あ
ら
で
ゼ
ア
也
。
で
と
ぜ
と
通
音
也
。
さ
て
な
ぜ
と
い
ふ
詞
を
な
ん
ぜ
と
い
ふ
国
あ
り
。
又
な
ん
で
と
い
ふ
国
も
あ
り
。
む百
虫か

で
ヲ
む
か
ぜ
と
い
ふ
国
あ
り
。
薩
摩
国
な
ど
に
て
は
そ
れ
で�

こ
れ
で
と
い
ふ
詞
を
そ
れ
ぜ�

こ
れ
ぜ
と
い
ふ
。
是
ら
皆
で
ト
ぜ
と
か
よ
ふ
証
な
り
。

扨
こ
そ
で
あ

9

9

は
で
あ
る
也
。
ぜ
あ
も
で
あ
る
也
。
三
河
の
だ
は
で
あ
の
つ
ゞ
ま
れ
る
。

一
、
も
め
ん
の
ふ
だ
ん
ぎ
つ
む
ぎ
の
と
つ
と9

き
此
と
つ
き
の
と9

の
字
は
て
お
9

9

の
約
メ
也
。

一
、
か
ね
も
ち
は
銭
も
も
つ
と9

る
米
も
も
つ
と9

る
是
ら
の
と9

も
て
お
の
約
也
。

一
、
は
ち
く
ま
だ
け
ト
い
ふ
ま
だ
け
は
ま
だ
ら
け
の
約
也
。
ダ
ラ
の
約
メ
だ
也
。

一
、�

美
作
州
を
み
ま
さ
か
の
く
に
と
い
ふ
。
其
の
美
は
み
に
て
申
分
な
し
。
作
ハ
サ
ク
な
る
を
サ
カ
ト
か
よ
は
せ
て
亦
申
分
な
し
。
さ
て
み
ま
さ
か

の
ま
の
字
は
何
ぞ
や
。
答
曰
て
い
わ
く是

ハ
み
さ
9

9

の
約
メ
ま
な
れ
ば
そ
の
ま
の
字
を
美ミ

作サ
カ

の
ミ
サ
の
間
へ
は
さ
み
た
る
也
。

一
、�

陸
奥
は
元
来
み
ち
の
お
く
な
る
を
ミ
チ
ノ
ク
と
い
ふ
は
の
お
の
つ
ゞ
め
な
れ
ば
な
ら
ん
。
又
は
そ
の
お9

の
字
を
畧
け
る
に
て
も
あ
る
べ
し
。

（
は
じ
ま
り
・
お
こ
り
）
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一
、�
紀
伊
と
は
か
け
ど
キ
ノ
ク
ニ
と
よ
む
べ
し
。
キ
イ
ノ
国
と
よ
む
事
勿
れ
。
さ
て
又
河
内
を
俗
に
カ
ハ
チ
と
い
ふ
は
誤
也
。
か
な
本
の
伊
勢
物
語

に
カ
ウ
チ
と
す
る
も
亦
誤
也
。
其
正
義
は
カ
フ
チ
也
。
此
の
フ9

の
字
は
ハ
ウ
9

9

の
約
也
。
美
濃
も
い
に
し
へ
は
み
ぬ
9

9

也
。
但
馬
も
た
ぢ
ま
也
。
た

じ
ま
に
あ
ら
ず
。
隠
岐
は
お
き
也
。
を
き
に
あ
ら
ず
。
尾
張
は
を9

は
り
な
り
。
お
は
り
に
あ
ら
ず
。

右
数
章
申
上
候
事
の
罪
ふ
か
さ
、
も
し
ひ
と
つ
を
も
君
が
道
か
ん
事
あ
ら
ば
幸
と
や
い
は
ん
。
あ
な
か
し
こ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
廿
二
日�

野
人
道
ま
ろ
　
　

　
　
　
　
　
　
琴
松
大
人

其
の
五
　
天
明
四
年
四
月
頃
の
も
の
　
同
年
十
月
四
日
　
六
十
一
才
で
死
歿

先
頃
幸
ク
幸
便
に
御
状
被
下
候
所
先
以
御
安
康
之
段
奉
珍
重
候
。
然
は
愚
老
早
春
よ
り
可
参
申
上
候
に
つ
い
て
は
定
て
御
ま
ち
被
下
候
に
つ
い
て

御
邪
魔
に
も
相
成
候
事
候
ひ
つ
ら
ん
と
き
の
毒
仕
候
。
然
共
御
中
も
さ
の
み
お
も
る
と
に
て
も
な
く
医
師
も
近
々
に
は
十
八
九
人
に
及
ひ
申
候
は

ん
。
過
急
に
本
復
可
仕
様
子
相
見
え
不
申
此
こ
ろ
ト
相
成
は
や
廿
日
あ
ま
り
も
一
向
か
ら
だ
よ
は
り
は
申
候
様
不
覚
、
も
と
よ
り
去キ

サ
ラ
ギ

去
月
十
三
日

よ
り
当
地
の
内
あ
る
き
不
申
愚
宅
に
て
の
よ
み
物
も
な
く
只
々
療
治
一
件マ

キ

に
相
か
ゝ
り
居
申
候
仕
合
、
か
く
て
は
よ
し
や
近
き
内
に
本
復
に
至
り

候
て
も
急
に
力
づ
き
旅
行
等
の
な
り
さ
う
な
る
事
ト
モ
相
見
え
不
申
、
且
又
老
病
の
事
豚
と
食
も
あ
て
に
相
成
不
申
、
何
れ
の
道
に
も
盆
前
に
は

全
快
申
間
敷
キ
様
子
ニ
相
成
り
申
候
。
い
よ
〳
〵
日ニ

チ

日ヒ

薬
秋
時
ト
で
も
相
成
本
復
仕
候
は
ゞ
参
上
相
面
可
仕
候
。
食
物
も
三
度
な
が
ら
白
か
ゆ
に



16

か
う
じ
み
そ
の
外
に
口
中
に
叶
ふ
も
の
な
し
。
然
共
其
か
ゆ
を
大
抵
一
日
に
白
米
三
合
程
の
あ
て
に
た
べ
申
候
へ
ば
小
食
と
申
に
も
御
座
無
候
。

中
西
慶
爾
氏
は
自
著
書
の
末
尾
に

　
　
　�

右
「
榛
木
翁
書
簡
五
種
」
は
田
中
道
麿
翁
が
郷
里
の
門
人
柏
渕
藤
左
衛
門
氏
に
与
え
た
る
も
の
、
末
孫
の
柏
渕
東
氏
の
所
蔵
に
て
二
曲
屏
風

に
仕
立
あ
り
し
を
大
正
十
一
年
四
月
大
久
保
休
吾
氏
が
写
書
し
お
か
れ
し
も
の
也
。

　
　
　�

原
本
は
東
京
震
災
（
大
正
十
二
年
九
月
一
日
（
一
九
二
三
）
に
て
焼
失
せ
し
と
い
ふ
。
当
時
大
久
保
氏
よ
り
得
た
る
も
の
を
今
日
に
い
た
っ

て
浄
書
す
る
に
、
誤
字
か
と
思
は
れ
る
点
多
少
あ
れ
ど
も
、
今
は
詮
な
し
。
往
事
茫
々
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
一
年
七
月
廿
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朱
実
艸
舎
に
て�

中
西
慶
爾
し
る
す
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書
簡
五
種
を
拝
し
て

　
今
ま
で
学
習
し
て
来
た
古
文
書
と
は
一
味
違
っ
て
形
式
に
と
ら
わ
れ
ず
道
麿
翁
の
行
動
力
、
記
憶
力
、
記
述
力
…
と
豊
富
な
上
に
温
味
を
覚
え
る

書
面
だ
っ
た
。
手
紙
を
書
く
に
下
書
き
を
し
浄
書
す
る
様
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
す
ら
〳
〵
と
淀
み
な
く
筆
が
運
ば
れ
た
と
感
心
す
る
ば
か
り

で
あ
る
。

　
生
涯
万
葉
集
の
研
究
に
寝
食
を
忘
れ
専
念
さ
れ
た
と
聞
き
及
ん
で
い
る
が
、

・�

其
の
三
に
「
万
葉
考
を
見
る
と
唯
雲
霧
払
っ
て
日
月
を
見
ん
が
如
く
悦
入
参
候
」
…
と
記
さ
れ
そ
の
精
進
さ
が
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

・�

其
の
四
に
至
っ
て
は
こ
れ
丈
の
長
文
を
一
気
に
書
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

・�

和
音
五
十
音
の
こ
と
、
約
メ
略
キ
の
こ
と
、
通
音
の
こ
と
…
細
か
く
例
を
あ
げ
て
列
記
さ
れ
て
い
る
が
私
に
は
す
ん
な
り
と
理
解
で
き
な
い
と
こ

ろ
も
あ
る
。
文
中
筆
談
に
て
は
思
わ
し
か
ら
ぬ
も
の
な
り
記
さ
れ
て
い
る
が
直
接
指
導
を
受
け
た
き
思
い
に
か
ら
れ
る
。
只
々
懼
れ
入
る
ば
か
り

で
あ
る
。

　
其
の
四
中
、
約
メ
の
事
の
条
の
末
尾
に
「
飯
の
木
の
収
角
ち
ふ
医
者
に
き
ゝ
た
ま
え
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
が
今
の
と
こ
ろ
飯
の
木
に
お
医
者
さ
ん

が
居
ら
れ
た
こ
と
は
判
ら
な
い
。
誰
も
知
ら
な
い
と
云
う
。
同
様
其
の
二
、
其
の
三
の
頭
部
に
書
か
れ
て
い
る
鈴
木
庄
左
衛
門
も
判
ら
な
い
。
姓
を

持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
歴
と
し
た
人
で
あ
ろ
う
に
飯
の
木
に
鈴
木
の
姓
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
研
究
者
の
或
る
人
は
飯
の
木
は
幕
領
で
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あ
っ
た
し
高
須
藩
の
家
臣
だ
っ
た
九
毛
兼
由
（
徳
永
法
印
に
仕
え
五
百
石
、
飯
の
木
に
住
す
）
の
居
住
地
で
も
あ
り
医
者
も
派
遣
さ
れ
て
い
た
か
も

し
れ
ぬ
と
。
い
く
つ
か
の
不
明
の
点
、
何
と
か
判
る
途
は
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。





20

し
の
ぶ
ぐ
さ

　
こ
の
書
は
田
中
道
麿
翁
の
門
人
で
あ
っ
た
加
藤
磯
足
の
著
で
あ
る
。
磯
足
は
尾
張
の
起
町
の
人
で
、
初
め
、
細
井
平
洲
に
つ
い
て
儒
学
を
修
め
、

後
道
麿
翁
に
師
事
し
て
国
学
を
学
ん
だ
。
翁
の
歿
後
五
年
に
し
て
宣
長
の
門
下
に
入
る
。「
し
の
ぶ
ぐ
さ
」
は
翁
の
二
十
三
回
忌
に
当
る
文
化
三

年
（
一
八
〇
六
）
に
先
師
を
追
憶
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
最
も
信
憑
す
べ
き
資
料
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　つ
れ
〴
〵
と
ふ
り
く
ら
す
五
月
雨
の
空
の
、
い
と
ゞ
暮
が
た
き
に
、
そ
の
こ
と
ゝ
な
く
物
悲
し
う
て
、
は
し
近
う
な
が
め
い
た
し
つ
ゝ
す（
何
と
な
く
）

ゞ
ろ
に

こ
し
か
た
の
思
ひ
つ
ゞ
け
ら
る
ゝ
ま
ゝ
に
、

　
ひ
た
す
ら
に
む
か
し
を
し
の
ぶ
宿
と
て
や
　
軒
端
の
草
も
茂
り
ゆ
く
ら
む

ま
た
、

　
五
月
雨
の
古
き
む
か
し
を
諸
と
も
に
か
た
ら
ふ
友
も
な
き
身
な
り
け
り

な
ど
ひ（
独
り
言
）

と
り
ご
ち
て
、
あ
は
れ
い
た
く
も
老
に
け
る
か
な
、
な
ど
う
ち
な
げ
か
る
ゝ
に
つ
け
て
も
、
思
ひ
い
で
ら
る
ゝ
こ
と
は
、
磯
足
若
か
り
し

ほ
ど
、
道
麻
呂
の
翁
に
し
た
が
ひ
て
、
万
葉
集
を
は
じ
め
、
こ
れ
か
れ
の
ふ
み
ど
も
を
学
び
け
る
も
、
ま
だ
き（
昨
日
、今
日
）

の
ふ
け
ふ
の
こ
ゝ
ち
せ
ら
る
ゝ
を
、

飛
鳥
川
流
れ
て
は
や
く
、
翁
身
ま
か
ら
れ
て
こ
と
し
ぞ
廿
三
年
に
は
な
り
に
け
る
。
此
翁
は
世
に
め
づ
ら
し
き
人
に
て
あ
り
け
り
。
そ
の
有
し

（
更
に
い
っ
そ
う

　
た
ゞ
で
さ
え
）



21 　

や（
様
）う

は
、
み
の
ゝ
国
多
芸
郡
榛
木
の
里
人
に
て
、
父
は
田
中
の
な
に
が
し
と
て
、
お（
農
）ほ

み
た
か
ら
の
身
な
が
ら
、
苗
う
ゑ
稲
か
る
わ
ざ
を
も
ま
め

や
か
に
は
せ
で
、
な
に
く
れ
と
、
や
つ
〳
〵
し
う
あ（
戯
れ
る
、好
色
め
い
て
い
る
）

ざ
れ
た
る
事
の
み
を
ふ
る
ま
ひ
た
る
人
と
か
や
、
さ
る
家
に
生
れ
な
が
ら
、
翁
を
さ
な
き
程

よ
り
、
見
る
も
の
き
く
物
に
つ
け
て
歌
を
な
ん
よ
ま
れ
け
る
と
ぞ
、
い
と
も
〳
〵
あ
や
し
き
人
な
り
け
り
、
は
じ
め
て
歌
を
よ
ま
れ
け
る
は
九
つ

と
い
ふ
と
し
と
か
、
手
な
ら
ひ
の
本
の
つ
ゝ
み
紙
に

　
　
十（
読
本
？
）

九
本
手
本
也
け
り
六
三
郎
和
俗
文
章
手（
手
本
）

ほ
ん
な
り
け
り

と
い
ふ
事
を
な
ん
か
き
つ
け
ら
れ
け
る
。
六
三
郎
は
其
ほ
ど
の
名
な
り
し
と
ぞ
。
こ
は
さ（
俚
び
言
）

と
び
言
の
ま
ゝ
な
れ
ど
、
い
さ
ゝ
か
も
て
に
を
は
の
た

が
ひ
な
く
て
、
其
心
明
ら
か
に
き
こ
え
、
ま
た
二
五
の
句
に
お
な
じ
言
葉
の
あ
な
る
は
、
い
と
も
い
に
し
へ
の
歌
の
し
ら
べ
な
る
を
、
そ
れ
に
か

な
ひ
た
る
は
、
後
つ
ひ
に
万
葉
集
の
歌
を
深
く
し
の
ば
れ
ぬ
べ
き
こ
と
の
き（
兆
）ざ

し
と
も
い
ふ
べ
く
、
又
言
霊
の
神
の
さ
ち
と
も
さ
ち
と
や
い
ふ
べ

か
ら
ん
と
、
あ
や
し
く
た
ふ
と
き
こ
と
な
り
か
し
、
を
よ
づ
け
ゆ
く
ほ
ど
近
く
も
遠
く
も
、
そ
の
わ
た
り
に
歌
ぶ
み
も
た
る
人
あ
れ
ば
、
か
り
て

も
見
写
し
も
と
り
な
ど
し
て
、
ま
す
〳
〵
歌
に
心
よ
せ
ら
れ
け
る
に
、
見
と
見
ら
れ
け
る
ふ
み
ど
も
、
み
な
六
七
百
年
こ
な
た
の
物
な
れ
ば
、
何

く
れ
と
う
た
が
は
し
き
事
ど
も
の
多
か
る
ま
ゝ
に
、
歌
に
名
高
き
人
と
あ
る
に
は
、
行
と（
訪
う
）

ぶ
ら
ひ
て
、
心
得
が
て
な
る
ふ
し
〴
〵
を
と
は
れ
け
る

に
、
こ
は
ひ（
秘
め
事
）

め
ご
と
也
、
そ
は
わ
れ
ば
か
り
の
も
の
ゝ
し（
知
り
極
む
）

り
き
は
む
べ
き
事
な
ら
ず
な
ど
い
ひ
て
、
さ
だ
か
に
理
り
も
て
と
き
さ
と
す
人
あ
ら
ざ

り
し
か
ば
歌
て
ふ
も
の
こ
そ
い
と
も
心
得
ら
れ
ね
。
さ
る
こ
と
ま
な
び
て
な
に
ゝ
か
は
せ
ん
と
て
、
廿
八
と
い
ふ
と
し
よ
り
、
歌
よ
む
こ
と
も
ふ

み
見
る
こ
と
も
、
ふ
つ
に
思
ひ
と
ゞ
ま
ら
れ
け
る
と
な
ん
。
さ
て
其
頃
は
あ
や
し
げ
な
る
を
の
こ
ど
も
を
ひ
き
ゐ
て
、
池
ほ
り
堤
つ
く
こ
と
な
ど

（
文
法
的
な
助
詞
な
ど
）
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を
な
り
は
ひ
と
し
て
、
伊
勢
近
江
わ
た
り
な
ど
に
も
常
に
行
通
は
れ
け
る
に
、
三
十
四
と
い
ふ
と
し
に
、
あ
ふ
み
の
国
の
彦
根
に
行
っ
て
、
な
に

と
か
や
い
ふ
寺
に
日
頃
や
ど
り
居
て
、
か
の
な
り
は
ひ
の
こ
と
を
も
の
し
て
ゐ
ま
す
か
り
け
る
に
、
あ
る
日
あ
る
じ
の
僧
の
い
へ
ら
く
は
、
此
と

な
り
な
る
大（
大
菅
中
養
父
）

菅
の
な
に
が
し
と
い
ふ
人
こ
そ
歌
の
道
に
な
ら
び
な
き
博
士
に
は
あ
れ
と
い
ふ
こ
と
を
、
も
の
ゝ
つ
い
で
に
か
た
り
け
る
を
、
翁
か

た
は
ら
に
き
ゝ
を
り
て
は（
若
き
頃
・
早
く
の
年
）

や
く
の
と
し
頃
、
う
た
が
は
し
う
思
は
れ
た
り
け
る
歌
ぶ
み
の
を
ぢ
〳
〵
を
も
の
に
か
き
つ
け
て
大
菅
氏
に
此
こ
と
さ

と
し
給
ひ
ね
と
、
あ
る
じ
の
僧
に
あ
つ
ら
へ
ら
れ
け
る
に
、
二
日
ば
か
り
あ
り
て
、
こ
た
へ
も
の
し
て
返
し
け
る
を
、
翁
い
と
う
れ
し
く
も
こ
そ

と
い
た
ゞ
き
見
て
、
心
ゆ
か
ぬ
さ
ま
し
て
、
さ
て
も
し
た
り
が
ほ
に
は
か
ゝ
れ
た
れ
ど
、
是
ば
か
り
の
こ
と
は
、
お
の
れ
も
明
ら
め
し
り
つ
る
も

の
を
、
さ
は
と
な
り
の
は（
博
士
）

か
せ
も
心
に
く
き
き
は
の
人
に
は
あ
ら
ざ
り
け
る
よ
と
つ（
呟
）ぶ

や
か
れ
け
る
を
、
あ
る
じ
の
僧
き
ゝ
て
、
ま
た
其
よ
し
つ

た
へ
け
れ
ば
、
大
菅
お
ど
ろ
き
て
、
か
の
人
を
あ
な
づ
る
に
は
あ
ら
ね
ど
、
身
の
わ
ざ
の
い
や
し
き
よ
し
な
れ
ば
、
深
き
こ
と
わ
り
は
え（
得
悟
）

さ
と
ら

じ
と
て
、
た
ゞ
大
か
た
に
こ（
答
）た

へ
た
り
つ
る
を
、
あ
な
か
し
こ
、
よ
し
あ
る
人
に
や
あ
ら
ん
、
い
で
さ
ら
ば
、
た（
対
面
）

い
め
し
て
つ
み
ゆ
る
さ
れ
な
ん

と
て
、
や
が
て
寺
に
入
来
て
翁
に
あ
ひ
て
、
お
の
れ
は
大
菅
の
中
養
父
と
て
、
加
茂
の
真
渕
と
い
ふ
人
の
を
し
へ
子
に
て
侍
る
也
。
さ
き
に
と
ひ

給
へ
る
を
ぢ
を
ぢ
、
ま
こ
と
に
は
か
う
〳
〵
に
な
ん
と
加
茂
の
翁
の
い
に
し
へ
学
び
の
お
も
む
き
も
て
、
く
は
し
う
物
が
た
ら
れ
け
れ
ば
、
翁
、

さ
こ
そ
あ
ら
め
と
う
べ
な
ひ
て
、
と
し
頃
の
う
た
が
ひ
ど
も
、
ち
り
も
く
も
ら
ず
は
る
け
侍
り
ぬ
と
て
、
か
ぎ
り
な
く
よ
ろ
こ
び
て
、
さ
て
、
此

五
と
せ
六
と
せ
歌
学
び
う
ち
す
て
つ
る
事
な
ど
を
も
か
た
り
て
、
い
ま
よ
り
又
、
歌
の
道
に
入
た
ち
侍
り
て
ん
と
て
、
を
し
へ
子
に
な
し
給
へ
と

深
く
ち
ぎ
り
て
、
そ
れ
よ
り
か
の
堤
つ
く
わ
ざ
を
も
や
め
て
、
も
は
ら
そ
の
を
し
へ
を
う
け
ん
料
に
、
や
が
て
か
の
彦
根
に
住
な
ん
と
て
、
井
伊
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の
殿
に
仕
ふ
る
な
に
が
し
の
家
の
仕
へ
人
に
な
り
て
、
い
と
ま
〳
〵
の
ひ
ま
に
は
、
夜
昼
と
な
く
大
菅
氏
の
も
と
に
か
よ
ひ
て
、
万
葉
集
古
今
集

な
ど
を
ひ
た
ぶ
る
に
学
ば
れ
け
る
と
な
ん
。
か
く
て
十
と
せ
ば
か
り
も
か
し
こ
に
住
れ
け
る
に
、
い
か
な
る
故
に
か
あ
り
け
ん
。
明（
一
七
六
四
）

和
の
は
じ
め

の
頃
よ
り
、
奈（
名
古
屋
）

児
屋
に
う
つ
り
て
、
は
じ
め
は
商
人
の
家
人
と
な
り
て
、
い
や
し
き
わ
ざ
を
も
な
し
、
後
は
あ
る
殿
人
の
家
に
仕
へ
ら
れ
け
る
に
、

お
な
じ
つ
ら
な
る
人
ど
も
の
、
お
ほ
か
た
の
ま（
交
わ
り
）

じ
ら
ひ
は
せ
ず
し
て
、
暇
に
だ
に
あ
れ
ば
ひ
た
ぶ
る
に
か
き
こ
も
り
て
、
歌
ぶ
み
を
の
み
い
そ
し

み
学
ば
れ
け
れ
ど
、
さ
り
と
て
、
さ
る
か
た
の
聞
え
あ
る
人
な
ど
に
も
ほ
の
め
か
す
こ
と
な
く
、
歌
な
ど
よ
み
て
も
、
た
ゞ
お
の
れ
ひ
と
り
の
心

や
り
に
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
さ
る
人
あ
り
と
し
も
、
た
れ
し
る
人
も
あ
ら
ざ
り
し
を
、
安（
一
七
七
二
）

永
の
は
じ
め
ば
か
り
に
、
狂
歌
と
い
ふ
も
の
か
き
あ
つ
め

た
る
冊
子
の
あ
る
を
見
て
、
其
歌
ど
も
の
よ
し
あ
し
、
ま
た
後
の
世
の
な
ら
は
し
に
て
い
に
し
へ
の
こ
と
わ
り
に
た
が
へ
る
事
ど
も
の
あ
る
な
ど

を
、
ふ
と
あ
げ
つ
ら
ひ
て
、
物
に
か
き
つ
け
ら
れ
た
り
し
が
、
こ
ゝ
か
し
こ
と
ち
り
ほ
へ
る
よ
り
、
は
じ
め
て
か
ゝ
る
人
あ
り
と
、
こ
ゝ
ら
の
人

の
し
る
事
に
は
な
れ
り
け
り
。
か
く
て
、
な
に
が
し
く
れ
が
し
み（
三
人
）

た
り
四
人
、
い
と
心
に
く
き
人
に
思
ひ
て
、
た
い
め
を
こ
ひ
て
歌
ぶ
み
の
こ
と

ど
も
を
と
ひ
き
く
に
、
よ
そ
に
き
ゝ
た
り
し
よ
り
は
、
近
ま
さ
り
し
て
、
め
で
た
く
た
ふ
と
き
事
ど
も
な
り
け
れ
ば
、
か
ゝ
る
人
を
か
く
て
お
き

た
ら
ん
は
、
あ（
惜
）た

ら
し
き
事
な
り
と
て
、
又
お
な
じ
心
な
る
人
ど
ち
、
こ
れ
か
れ
か
た
ら
ひ
あ
は
せ
て
、
つ（
仕
）か

へ
を
し（
退
）り

ぞ
か
せ
て
、
な
に
が
し

の
所
に
住
ど
こ
ろ
も
の
し
て
、
む
か
へ
い
れ
て
、
も
は
ら
い
に
し
へ
学
び
の
大
人
と
な
ん
あ
が
ま
へ
け
る
。
か
の
人
々
は
鳥
井
海
士
彦
・
早
川
白

津
子
・
桜
田
茂
見
な
ど
い
ふ
人
々
な
り
け
り
。
そ
れ
よ
り
お
し
た
ち
て
、
い
に
し
へ
学
び
の
お
も
む
き
を
と
き
を
し
へ
ら
れ
け
る
に
、
や
う
〳
〵

に
ひ
ろ
ご
り
ゆ
き
て
、
と
も
が
ら
多
く
な
り
て
、
こ
の
尾
張
国
に
、
皇
国
の
い
に
し
へ
し
の
ぶ
人
々
の
、
を
ち
こ
ち
さ
か
り
出
き
ぬ
る
は
、
ま
た
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く
此
翁
の
い
さ
を
に
な
ん
有
け
る
。
磯
足
も
、
其
頃
よ
り
ぞ
を
し
へ
子
に
は
な
り
ぬ
る
。
さ
て
翁
の
常
の
お
こ
な
ひ
よ
、
着
も
の
く（
食
）ひ

も
の
住
ど

こ
ろ
又
女
の
う
へ
な
ど
も
露
心
な
く
て
、
よ
ろ
づ
た
ゞ
あ
る
に
も
の
し
て
、
ふ
み
見
歌
よ
む
よ
り
ほ
か
は
な
す
事
な
く
て
、
い
み
じ
う
め
で
た
く
、

お
ほ
か
た
の
人
の
絶
て
お
よ
ば
ぬ
さ
ま
に
な
ん
あ
り
け
る
。
か
く
て
は
、
さ
と
り
た
り
な
ど
い
ふ
法
師
の
お
こ
な
ひ
に
ひ
と
し
と
も
い
ふ
べ
け
れ

ど
、
さ
る
く
す
し
き
か
た
は
な
く
、
も
の
ゝ
哀
を
し
る
と
い
ふ
や
ま
と
だ
ま
し
ひ
い
み
じ
う
て
、
い
た
り
深
く
ま
め
ま
め
し
き
翁
に
な
ん
い
ま
し

け
る
。
し
か
る
に
、
さ
ば
か
り
高
き
よ
は
ひ
と
い
ふ
ば
か
り
に
も
あ
ら
で
、
天（
一
七
八
四
年
）

明
の
四
と
せ
と
い
ふ
と
し
の
神（
十
月
）

無
月
の
四
日
、
六
十
四
に
て
身
ま

か
ら
れ
け
る
ぞ
あ（
惜
き
こ
と
）

た
ら
し
き
や
、
其
を
り
、
や
ま
ひ
や
う
〳
〵
重
く
な
り
て
、
今
〳
〵
と
見
え
け
る
時
に

　
　
け
ふ
ら
か
も
横
さ
ま
風
の
お
ほ
ひ
こ
ば
　
い
の
ち
を
し
け
ど
す
べ
し
ら
ま
し
や

と
な
ん
よ
ま
れ
け
る
。
中
頃
の
世
よ
り
、
学
問
な
ど
す
る
人
は
死
ん
と
す
る
時
、
歌
に
ま
れ
詩
に
ま
れ
、
心
ぎ
よ
く
思
ひ
と
り
た
る
さ
ま
の
そ
ら

言
ど
も
よ
む
を
、
た
け
き
こ
と
に
い
ひ
、
も
て
は
や
す
め
る
を
、
か
の
業
平
中
将
の
、
つ
ひ
に
ゆ
く
の
歌
こ
そ
人
の
ま
こ
と
の
心
に
し
て
、
い
と

め
で
た
く
昔
よ
り
た
ぐ
ひ
な
き
事
に
い
ふ
を
、
此
翁
の
此
歌
も
、
中
将
の
に
次
て
め
で
つ
べ
き
も
の
に
こ
そ
あ
り
け
れ
。
さ
る
を
教
へ
子
の
む
ね

む
ね
し
き
人
々
も
、
今
は
大
か
た
む
な
し
う
な
り
て
、
諸
と
も
に
昔
を
し
の
ぶ
べ
き
人
も
な
け
れ
ば
、
世
に
あ
や
し
く
た
ふ
と
き
翁
の
有
さ
ま
を

も
し
る
人
だ
に
な
く
な
り
な
ん
事
の
あ
た
ら
し
く
な
に
く
れ
と
し
の
ば
る
ゝ
ま
ゝ
に
か
く
し
る
し
つ
れ
ど
、
老
の
ひ（
歪
）が

お
ぼ
え
な
れ
ば
、
猶
も
れ

ぬ
る
こ
と
も
た
が
へ
る
ふ
し
〳
〵
も
多
か
り
な
ん
か
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文（
一
八
〇
六
）

化
三
年
五
月
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
磯
足

（
宗
々
・
主
だ
っ
た
）
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読
字
の
あ
と
に

　
し
の
ぶ
ぐ
さ
の
著
か
れ
た
の
は
道
麿
翁
の
殁
後
二
十
一
年
、
二
十
三
回
忌
に
あ
た
る
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
で
あ
る
。
そ
し
て
三
年
後
の
文
化

六
年
（
一
八
〇
九
）
十
月
十
二
日
　
六
十
三
才
で
殁
し
て
い
る
。
だ
か
ら
磯
足
六
十
才
の
時
の
著
で
あ
る
。

　
そ
の
記
憶
力
の
非
凡
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
十
年
も
経
て
ば
一
と
昔
と
い
わ
れ
大
抵
の
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
は
っ
き
り
と
記
さ
れ

て
い
る
。
翁
の
幼
少
の
頃
の
こ
と
ま
で
…
…
そ
れ
は
師
弟
の
心
の
つ
な
が
り
の
深
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
な
ど
小
学
校
時
代
の
お
世
話
に

な
っ
た
担
任
の
先
生
の
名
前
と
風
貌
は
ぼ
ん
や
り
と
覚
え
て
い
る
も
の
ゝ
出
身
地
が
ど
こ
で
、
年
令
が
い
く
つ
で
、
そ
の
後
の
消
息
な
ど
何
も
知
ら

な
い
の
に
…
…
。

　
こ
れ
程
ま
で
に
師
を
仰
慕
し
て
こ
そ
学
究
の
真
髄
に
ふ
れ
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
、
只
々
敬
服
す
る
の
み
で
あ
る
。
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本
居
宣
長
と
田
中
道
麿

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
本
居
宣
長
「
て
に
を
は
紐
鏡
」
刊
行

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
本
居
宣
長
「
字じ

音お
ん

仮か

字な

用づ

格か
い

」
刊
行

道
麿
同
書
の
「
お
を
所
属
弁
」
を
手
に
し
、
そ
の
論
証
の
見
事
さ
に
驚
嘆
。

積
年
の
疑
問
が
一
挙
に
氷
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
学
的
希
求
が
松
坂
へ
と
駆
り
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
七
月
十
八
日
名
古
屋
出
立
、
松
坂
へ
。
二
十
日
宣
長
と
対
面
。

「
山
辺
五
十
師
原
之
考
」
を
借
覧
、
帰
路
山
辺
（
鈴
鹿
市
）
一
帯
を
探
索
。

帰
郷
後
「
万
葉
集
」
に
つ
い
て
の
質
疑
を
開
始
す
る
。

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
正
月
八
日
、
名
古
屋
出
立
、
再
度
松
坂
を
訪
問
。
入
門
。

「
美
濃
国
　
尾
張
国
名
古
屋
住
　
田
中
荘
兵
衛
　
道
麻
呂
」（
授
業
門
人
姓
名
録
）

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
二
月
、
六
十
賀
、
こ
の
頃
剃
髪
し
て
名
を
「
道
全
」
と
改
め
る
。

「
田
中
道
麿
像
」
は
此
の
頃
の
姿
を
写
す
か
。

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
十
月
四
日
　
名
古
屋
長
者
町
常
瑞
寺
に
て
死
去
。
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　「
お
を
所
属
弁
」
と
は
…
五
十
音
図
に
お
け
る
「
お
」
と
「
を
」
の
所
属
に
つ
い
て
の
論
で
あ
る
。
日
本
語
の
音
韻
や
文
法
を
考
え
る
上
で
基
本

と
な
る
の
が
五
十
音
図
―
あ
い
う
え
お
・
か
き
く
け
こ
…
で
あ
る
。
こ
の
五
十
音
図
の
「
ア
」
行
の
「
オ
」
と
「
ワ
」
行
の
「
ヲ
」
が
平
安
末
期
か

ら
混
乱
し
は
じ
め
て
、
そ
の
結
果
、
あ
い
う
え
を
、
わ
ゐ
う
ゑ
お
と
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
以
後
数
百
年
も
の
間
誰
も
そ
の
誤
り
に
気
づ
か
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
「
オ
」
と
「
ヲ
」
の
所
属
の
誤
り
を
理
論
的
に
実
証
的
に
解
明
し
て
、
あ
い
う
え
お
、
わ
ゐ
う
ゑ
を
と
い
う
本
来
の
五
十
音
図
に

復
元
す
べ
き
こ
と
を
論
証
し
た
の
が
「
お
を
所
属
弁
」
で
あ
る
。

　
宣
長
の
記
に
「
先
年
尾
張
の
名
古
屋
の
田
中
道
麿
と
い
ふ
人
、
己
か
「
お
」「
を
」
の
所
属
を
改
め
た
る
説
を
聞
き
て
た
ち
と
こ
ろ
に
旧
来
の
誤

を
さ
と
り
、
大
い
に
感
服
し
て
…
（
中
畧
）
此
道
麿
は
妨
げ
な
き
こ
と
を
よ
く
解さ

と
りた
る
も
の
也
」（
天
明
六
年
八
月
二
十
日
付
）
と
あ
る
。

　
道
麿
の
記
に
「
前
畧
、
是
ら
の
事
い
か
に
し
て
よ
の
つ
ね
の
人
、
心
つ
か
ん
や
、
是
惮
り
な
が
ら
先
生
（
宣
長
）
の
御
心
よ
り
思
ひ
給
へ
る
に
あ

ら
じ
。
言
玉
の
神
の
し
か
思
は
し
め
給
へ
る
な
ら
ん
と
こ
そ
、
お
も
ほ
ゆ
れ
、
あ
な
か
し
こ
」
と
宣
長
を
「
言
霊
の
神
の
ご
と
く
だ
」
と
讃
嘆
し
て

い
る
。

　
之
に
対
し
宣
長
は
、「
前
畧
、
己
多
年
此
事
に
心
を
尽
く
し
、
自
然
の
テ
ニ
ヲ
ハ
の
妙
処
を
見
出
た
る
に
誠
に
然
り
と
信
ず
る
人
、
天
下
に
あ
り

や
な
し
や
、
よ
し
知
る
人
な
く
と
も
、
道
麿
主
一
人
己
か
功
を
知
り
玉
へ
ば
己
か
功
む
な
し
か
ら
ず
と
、
悦
に
た
へ
す
な
ん
」
と
記
し
て
い
る
。

　
安
永
六
年
　
宣
長
と
対
面
「
山
辺
五
十
師
原
之
考
」
を
借
覧
、「
宣
長
宇
士
の
記
た
ま
へ
り
し
五
十
師
原
の
ふ
み
を
拝
ま
つ
り
て
即
よ
み
て
奉
れ

る
歌
」
と
し
て
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吾
せ
こ
か
こ
ゝ
と
を
し
へ
し
山
の
へ
の
み
井
の
ま
し
水
汲
て
そ
あ
か
し
か

山
辺
の
い
し
の
原
な
る
ま
し
水
は
く
み
て
得
こ
そ
さ
や
け
し
と
い
は
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ぬ
人
　
た
な
道
万
呂
上

　
安
永
九
年
正
月
名
古
屋
出
立
、
松
坂
を
再
訪
し
入
門
、
今
ま
で
は
同
学
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
が
こ
ゝ
に
正
式
に
弟
子
と
し
て
の
礼
を
執
っ
た
の

で
あ
る
。
道
麿
五
十
七
才
、
宣
長
五
十
一
才
で
あ
っ
た
。
当
時
道
麿
は
三
都
に
次
ぐ
名
古
屋
で
、
既
に
多
く
の
門
人
を
擁
し
、
名
実
と
も
に
尾
張
和

学
の
頭
領
で
あ
っ
た
が
、
六
才
の
年
令
差
を
も
気
に
す
る
こ
と
も
な
く
、
宣
長
を
師
と
仰
い
だ
の
で
あ
る
。
鈴
屋
門
人
と
し
て
伊
勢
国
以
外
の
入
門

者
は
こ
の
道
麿
が
最
初
の
人
で
あ
っ
た
。
宣
長
と
道
麿
と
の
関
係
は
入
門
を
機
に
一
層
親
密
の
度
を
加
え
て
い
っ
た
。

　
天
明
三
年
　
宣
長
は
道
麿
の
六
十
賀
を
祝
っ
て

う
つ
せ
み
の
よ
の
長
人
は
ち
と
せ
へ
て
君
こ
そ
あ
ら
め
世
の
長
人
と

ま
た
道
麿
が
薙
髪
し
て
「
道
全
」
と
号
し
た
と
聞
い
て

た
く
ひ
れ
の
君
が
真
白
髪
わ
ゝ
け
て
も
あ
る
こ
そ
よ
け
れ
あ
た
ら
真
白
髪

と
半
ば
か
ら
か
う
よ
う
な
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

　
天
明
四
年
春
ご
ろ
か
ら
道
麿
は
病
床
に
伏
し
、
そ
れ
が
や
が
て
命
と
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
中
風
あ
る
い
は
喉
頭
癌
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
。

宣
長
は
道
麿
門
下
よ
り
そ
の
病
状
の
報
告
を
受
け
、
医
師
で
も
あ
っ
た
宣
長
は
、
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と
か
く
不
治
之
症
之
様
に
被
存
、
扨
々
此
方
に
て
も
頼
み
す
く
な
く
存
候
事
に
御
座
候
（
七
月
二
日
付
）
と
途
方
に
く
れ
た
言
葉
を
洩
ら
し
て
い

る
。

　
そ
し
て
十
月
四
日
夕
道
麿
死
去
、
絶
筆
と
な
っ
た
辞
世
の
歌

我
ゆ
後
　
世
に
経
ん
人
よ
　
天
地
の
か
ゝ
る
い
か
り
に
相
逢
ふ
な
ゆ
め

　
こ
の
愛
弟
子
の
訃
報
に
接
し
た
師
宣
長
は
そ
の
痛
恨
の
嘆
き
を
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

田
中
道
麿
が
み
ま
か
れ
る
を
か
な
し
み
て
よ
め
る
。
時
は
十
月
の
四
日
に
な
む
有
け
る

　
夢
か
も
　
お
よ
づ
れ
か
も
　
道
ま
ろ
は
　
い
の
ち
し
に
き
と
　
玉
づ
さ
の
　
人
ぞ
つ
げ
つ
る
　
え
か
な
し
ゑ

　
ひ
さ
し
に
見
ね
ば
　
恋
し
け
く
　
有
け
る
も
の
を
　
え
か
な
し
ゑ
　
我
は
か
な
し
ゑ
　
世
の
中
に

　
い
ひ
つ
ぎ
き
た
る
　
か
み
な
月
　
神
な
き
月
と
　
た
ま
ち
は
ふ
　
神
も
な
け
れ
や
　
言
た
ま
の

　
道
い
そ
し
み
し
　
道
ま
ろ
を
　
い
の
ち
し
に
き
と
　
き
く
が
か
な
し
さ
（
鈴
屋
集
巻
五
）

天
明
五
年
（
没
後
一
年
目
）
十
二
月
一
日
　
宣
長
「
田
中
道
麻
呂
万
葉
名
所
歌
抄
序
」
を
書
く
。

　「
た
な
か
の
道
ま
ろ
と
い
ふ
人
有
け
り
。
尾
張
国
あ
ゆ
ち
の
こ
ほ
り
の
名
児
屋
の
里
に
、
め
こ
な
ど
も
も
た
ら
ず
て
、
た
ゞ
ひ
と
り
住
け
り
。
は

り
の
き
の
翁
と
も
い
ひ
け
り
。
美
濃
国
の
た
ぎ
の
郡
の
榛
禾
村
の
人
に
な
む
有
け
る
。
さ
て
な
む
は
り
の
木
の
翁
と
は
い
ひ
け
る
。
わ
か
ゝ
り
け
る

時
よ
り
、
い
に
し
へ
ま
な
び
に
、
こ
ゝ
ろ
ざ
し
い
と
深
か
り
け
る
を
、
年
ま
く
い
そ
し
み
け
る
ま
ゝ
に
、
ふ
る
こ
と
の
こ
と
の
こ
ゝ
ろ
を
、
い
と
よ
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く
あ
き
ら
め
知
て
な
む
有
け
る
。
か
の
な
ご
や
の
里
に
名
高
く
て
、
し
た
が
ひ
学
ぶ
と
も
が
ら
は
た
、
い
と
お
ほ
か
り
け
り
。
か
の
さ
と
に
い
に
し

へ
ま
な
び
の
お
こ
り
け
る
こ
と
は
、
も
は
ら
此
お
き
な
が
い
さ
を
に
な
む
有
け
る
。
此
お
き
な
、
と
し
ご
ろ
こ
ゝ
に
書
か
よ
は
し
、
を
り
〳
〵
は
み

づ
か
ら
も
き
と
ぶ
ら
ひ
て
、
な
ほ
い
ふ
せ
き
く
ま
〳
〵
と
ひ
き
ゝ
つ
ゝ
、
よ
は
ひ
お
く
れ
た
る
お
の
れ
を
し
も
、
お
や
の
ご
と
思
ひ
頼
み
て
な
む
有

け
る
。
と
し
は
む
そ
ぢ
に
一
つ
あ
ま
れ
る
。
も
ゝ
と
せ
は
猶
は
る
け
し
と
、
ゆ
た
に
思
ひ
て
あ
り
け
る
物
を
、
こ
ぞ
の
春
よ
り
み
や
ま
ひ
し
て
、
夏

秋
も
う
ち
は
へ
お
こ
た
ら
ず
て
、
か
み
な
月
つ
い
た
ち
ご
ろ
な
む
。
し
ぐ
れ
の
空
の
雲
の
ま
よ
ひ
に
、
は
か
な
く
過
い
に
け
る
。
う
つ
せ
み
の
よ
の

さ
が
は
、
す
べ
な
く
か
な
し
き
も
の
な
り
け
り
。
そ
も
〳
〵
こ
の
お
き
な
、
い
に
し
へ
ぶ
み
の
あ
る
が
中
に
も
、
奈
良
の
葉
の
名
に
お
ふ
御
代
の
歌

ぶ
み
を
な
む
、
殊
に
め
で
お
む
か
し
み
て
、
お
く
と
は
考
へ
ぬ
と
思
ひ
て
、
と
し
ひ
さ
に
お
こ
た
ら
ず
な
む
有
け
れ
ば
、
む
か
し
よ
り
人
み
な
の
、

と
き
か
て
に
し
た
る
ふ
し
〳
〵
を
し
も
、
と
き
え
た
る
ど
も
お
ほ
か
り
け
り
。
し
か
と
き
え
た
る
事
あ
る
を
り
は
、
い
か
に
思
ふ
と
、
か
た
ら
ひ
お

こ
せ
し
を
、
う
べ
な
ひ
や
り
、
又
こ
ゝ
に
も
あ
ら
た
に
思
ひ
え
た
る
事
、
い
ひ
や
り
も
し
け
る
を
り
〳
〵
は
、
よ
に
な
き
宝
を
し
も
え
た
ら
む
ご
と

く
に
、
い
た
ゞ
き
さ
ゝ
げ
も
ち
て
な
む
よ
ろ
こ
び
を
り
け
る
。
か
く
て
年
ご
ろ
に
か
き
お
き
つ
る
こ
と
ど
も
は
た
、
そ
れ
か
れ
と
お
ほ
か
る
中
に
撰

集
万
葉
集
、
万
葉
名
所
歌
抄
と
い
ふ
あ
る
を
、
名
所
歌
抄
は
し
も
、
こ
と
に
や
み
ふ
せ
し
ほ
ど
ま
で
、
心
を
い
れ
て
、
床
の
べ
さ
け
ず
、
か
し
ら
も

た
げ
つ
ゝ
物
し
た
り
し
を
、
え
た
へ
ず
て
、
な
か
ら
ば
か
り
に
も
及
ば
ず
、
か
き
さ
し
つ
る
は
し
も
、
殊
に
あ
は
れ
な
る
後
の
世
の
形
見
な
る
べ
き

物
に
し
あ
れ
ば
と
、
此
た
び
か
の
と
も
が
ら
の
、
梓
に
ゑ
り
て
、
よ
に
の
こ
さ
む
と
は
か
る
な
る
。
同
じ
く
は
お
の
が
ひ
と
言
を
も
そ
へ
て
よ
と
、

こ
ひ
お
こ
す
と
、
其
書
を
し
も
見
せ
た
る
み
づ
く
き
の
跡
、
見
る
に
涙
し
な
が
れ
そ
ひ
て
、
手
も
わ
な
ゝ
か
れ
つ
ゝ
、
え
も
か
き
や
ら
ず
こ
そ
か
く
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い
ふ
は
、
か
の
翁
が
う
せ
に
し
ま
た
の
と
し
、
天
明
の
五
と
せ
と
い
ふ
し
は
す
の
つ
い
た
ち
。」

　　
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
、
没
後
十
五
年
）
十
月
四
日
　
宣
長
・
道
麿
十
七
回
忌
に
追
悼
の
歌
を
詠
む
。「
田
中
道
麿
像
」（
筆
者
不
明
）
に
賛
。

　
　
懐
旧
　
さ
そ
は
れ
し
時
雨
の
雲
の
跡
と
ほ
く
年
の
ふ
る
に
も
袖
は
ぬ
れ
け
り

　
ま
た
、
翁
の
死
を
悼
み
宣
長
は
霊
前
に
告
ぐ
る
詞
を
述
べ
て
、
万
葉
研
究
の
功
績
を
賞
し
言こ

と

霊だ
ま

有
功い
さ
を
の
を
ぢ

老
爺
と
謚
し
て
い
る
。「
告
田
中
道
麿
之

霊
詞
」
に
「
道
麿
や
、
宣
長
今
告
ぐ
る
こ
と
あ
り
、
う
ま
ら
に
聞
こ
し
め
せ
」
と
書
出
し
、
道
麿
の
功
績
を
書
き
連
ね
て
、
最
後
に
、

「
か
れ
こ
の
功
を
万
世
ま
で
に
語
り
つ
ぎ
つ
ゝ
偲
び
に
せ
よ
と
、
後
の
名
を
称
へ
あ
げ
て
今
よ
り
は
言
霊
有
功
老
爺
と
ぞ
云
ふ
べ
き
、
か
れ
こ
の

美
き
名
を
こ
の
世
の
苞
と
負
ひ
も
ち
て
、
ま
か
り
路
も
う
し
ろ
安
く
罷
り
通
ら
せ
と
、
天
明
の
四
年
と
云
ふ
年
の
神
無
月
の
二
十
日
あ
ま
り
三
日

の
日
の
夕
日
の
く
だ
ち
に
宣
長
が
悲
し
み
悲
し
も
告
ぐ
る
こ
の
言
を
耳
ふ
り
た
て
ゝ
う
ま
ら
に
聞
こ
し
め
せ
こ
と
だ
ま
い
さ
を
の
を
ぢ
。」
と
結

ん
で
ゐ
る
。

　
尚
十
七
回
忌
（
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
））
に
な
っ
て
も
ま
だ
忘
れ
ら
れ
ず
懐
旧
の
憶
い
を
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

　
さ
そ
は
れ
し
時
雨
の
雲
の
跡
と
ほ
く
年
の
ふ
る
に
も
袖
は
ぬ
れ
け
り
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仰
慕
碑
に
寄
せ
る
歌

　
三
回
忌
に
あ
た
る
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
知
己
門
人
の
手
に
よ
っ
て
、
住
居
趾
霊
岳
院
境
内
に
そ
の
仰
慕
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
こ
の
石
碑
建

立
に
際
し
乞
わ
れ
て
二
首
の
歌
を
お
く
っ
て
い
る
。

伎キ

キ々

弖テ

伎キ

弖テ

美ミ

牟ム

比ヒ

登ト

斯シ

奴ヌ

弁ベ

波ハ

理リ

能ノ

紀キ

能ノ

多タ

那ナ

訶カ

能ノ

遠オ

遅ヂ

賀ガ

伊イ

幣ヘ

杼ト

許コ

呂ロ

許コ

礼レ

波ハ

斯シ

祁ケ

夜ヤ

斯シ

美ミ

濃ヌ

能ノ

久ク

邇ニ

毘ヒ

登ト

波ハ

理リ

能ノ

紀キ

能ノ

遠ヲ

遅ヂ

賀ガ

迦カ

多タ

美ミ

能ノ

波ハ

理リ

能ノ

紀キ

阿ア

勢セ

遠ヲ

　（
こ
の
こ
と
は
昭
和
三
十
三
年
に
建
立
さ
れ
た
田
中
道
麿
翁
顕
彰
碑
の
裏
面
の
文
の
中
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。）
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終
り
に

　
三
種
の
違
っ
た
面
か
ら
道
麿
翁
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
益
々
親
し
み
を
覚
え
る
と
同
時
に
尊
敬
の
念
を
強
く
さ
せ
ら
れ
る
。
師
を
懐
い
弟
子
を

愛
す
る
麗
し
い
師
弟
の
関
係
、
只
々
、
心
打
た
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
五
十
年
程
前
に
刊
行
さ
れ
た
中
西
慶
爾
氏
著
「
榛
木
翁
書
簡
五
種
」
は
じ
め
養
老
町
文
化
財
保
護
協
会
誌
な
ど
、
眠
っ
て
い
た
資
料
を
繙
く
う
ち

強
く
心
惹
か
れ
る
三
編
を
一
つ
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
次
第
。
一
人
で
も
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
田
中
道
麿
翁
を
究
め
て
下
さ
る
資
と
な
れ
ば
と
念

じ
つ
ゝ
。

�

平
成
二
十
八
年
七
月
八
日
　
　
山
口
　
一
易
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